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<第 2種 委員会活動報告 計画書>

1第 2種 委員会名 画像 ミェーシアム研究委員会

2主 蟹 責任詢   安避 文夫

連絡先(住所 ■■L)   国立歴史民俗博物億 情報資料研究部
23はも∞2佐 倉市競内町 117山 0的 4864228
白had ndach6ぃ 』thょ ■acJP

3幹 事(窓日)イ 町ヽ 祐史

連絡先(住所 TED   大阪工業大学 情報科学部 情報メディア学科
f410″ 3弱 5190

山口 篤

鋼 加 丘血“httada抽 6●II

京都高度技術研究所
6008813京 都市下京区中堂寺南町134,ta 075 31つ 899
c l all 】的□組aCag'm arl■

4豪 員会の主旨:

主として 博物館資料の画像勅  CC VRや 3D表 示などの画陰技術のミュージア
ム応用 ならびに博効館の横町検索をはじめとする画険ミェージアム実現のためのコンテ
シツ流通に関わる技術について論じる

52006年 度活動報告

(1)第 34回 年次大会企画セッションの企画
テーマ:博 物鋼 青親の相互流通とその応用技術

期日12006年 6月 23日 1515～ 1715

発表件数:4作

(2)第 5回 画模 ミュージアム研究会
テーマ:博物鮨情報の記述と利用

練

林撤 1豊 0～16150

場所モ京都高度技術研究所

鞘衰件数 5件

参加者数 球人

収支1 0

(3)博物館 実行館情報の経造記述 SG(Ir「D SC)

‖物価 美術館の電子化された情報の格造記述等の共通的ファシリティの開発を目標と
する研究グループの検討会を月 1回の頻度で開催 した。今年度の活動の成果を第 5回 画像
ミュージアム研究会で発表するどともに 第 35回 年次大会で発表を予定している。



62007年 度活動計画

(1)第 35回 年次大会でのセッションの企画

発表件強 4件

(21第 6回 画像ミュージアム研究会の企画

テーヤ 博物館情報の公開と流通

束任者t 安達 文夫

遭籍憲口 J 町ヽ 祐史

鞠i 穏齢畿 晋

開催日:月 1回

予定収支10

予定動 ,苦雅 20人

予定発表件幾 4件

予定収支:0

博物館 実術館情報の購造記述Si 01ⅢⅢW.lの 開催
テーマ:博物指情報ナビグーションⅢ=向,た 格殺記述

☆任苦:安善 文夫      
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